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革新的医薬品・医療機器・再生医療等製品創出のための
官民対話

医薬品産業の成長に向けて
ー国民の健康を守るための国家戦略ー
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新政権への大きな期待と、医薬品産業の貢献

◼ 社会保障制度における給付と負担の在り方に

向けた国民会議の設置

◼ データヘルス等を通じた効率的で質の高い

医療の実現 

◼ 攻めの予防医療による健康寿命の延伸

◼ 女性の健康総合センターを司令塔とし

た女性特有の疾患への対応

◼ ドラッグ・ロス解消

◼ 医薬品の産業の国際競争力向上

◼ 創薬力の強化

◼ 安定供給の確保

◼ 魅力ある市場形成に向けた薬価改定

◼ 次なる感染症危機に万全を期す

◼ 「日本成長戦略会議」の設置

「強い経済の実現」を掲げ、官民が手を携
えて先手を打つ「危機管理投資」を肝とす
る成長戦略の始動が宣言

◼ 創薬・先端医療、バイオ、 AI・半導体、

航空・宇宙、サイバーセキュリティ等の戦略分
野への大胆な投資促進、人材育成、スタート
アップ振興、研究開発、産学連携、国際標
準化といった総合支援策を実施

新政権と共に、医薬品産業は国家戦略に資する成長産業・基幹産業として、
日本国民の「健康」と「安全」を守るために貢献してまいります

大胆な「危機管理投資」による
力強い経済成長

健康医療安全保障 強靭な医薬品産業へ
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成長産業・基幹産業に向け、医薬品産業を取り巻く課題

研究 上市生産・製造

国内医薬品市場の
年平均成長率

2015～2024年の10年間4

創薬力の低下傾向
ベンチャー投資額の不足

国内医薬品の
海外輸入割合3

開発・申請

欧米で実施されている
Phase3試験のうち
日本での実施割合2

市場魅力度と国際競争力の低下、米国の最恵国待遇（ＭＦＮ）政策や関税の影響により、深刻な危機に直面している

出典
1:  創薬力ランク 出所：CopyrightⒸ 2025 IQVIA. IQVIA World Review Analyst, Data Period 2023, IQVIA Pipeline & New Product Intelligence, Evaluate PharmaⓇ（2024年11月時点）、Clarivate Cortellis Competitive Intelligence を基に医薬産業政策研究所にて作成（無断転載禁止）, ２：PhRMA analysis of 
IQVIA MIDAS®, Global Data, NAVLIN and country regulatory authority data, November 2024、 ３： 主成分の数において国産より輸入のほうが多い医薬品または、外国製造業者が最終製造工程及び包装・表示工程を行った上で輸入した医薬品、 ４：Copyright©IQVIA. JPMを基に作成 (無断転載禁止) 

現在の創薬力ランキング
2017年時点では世界2位1

76％ +0.4％/年

国際共同治験実施数
の低迷

経済安全保障リスク 予見性の低い市場

世界6位 30％

「研究」と「上市」の危機的課題に焦点を当て、確実かつスピード感をもって共に解決していきたい

• MFN政策・関税対策
• 魅力的な医薬品市場
• 予見性のある薬価制度

• 日本の経済成長と健康安全保障に
貢献する創薬エコシステムの構築



4

新政権が掲げるキーワードと製薬協のコミットメント

バイオ・新規モダリティの生産体制整備検討
生産におけるバイオ人材の育成

アカデミア・AMEDへのノウハウ提供
官民対話による投資・シーズ誘致の実行創薬

制度

主幹組織立上げと、ステーキホルダーとの議論
医療DXの全体構想・実行計画策定

国際的知財保護・知財施策の推進
審査報告書の充実

ASEAN諸国とのリライアンスパス

製薬内外との財源に関する共通課題解決
革新的新薬の価値を薬価に反映に向けた議論

医療DX

生産

製薬協の取り組み・提言コミットメント

創薬エコシステム
強化

生産機能（能力・規模）
の整備

予見性改善
価値に応じた薬価制度

グローバルの
規制調和

財源再配分モデル
導入方針策定

＜新政権のキーワード＞

＜製薬協会長 就任記者会見 （2025年5月22日）＞

健康医療安全保障 国際競争力 創薬力の強化 大胆な投資促進 国際展開支援 人材育成 スタートアップ振興
研究開発 産学連携 国際標準化 データヘルス 攻めの予防医療 健康寿命延伸 医療DX推進
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共創（Co-Creation）と国家戦略策定に向けた貢献

国民・患者さん・保険者

企業・ベンチャーキャピタル
（産業横断）

行政

医療関係者 アカデミア
価値の共創

1. 医薬品産業振興戦略の立案と実行

✓ 官民協議会・ワーキンググループ（WG）における
戦略策定と実効性強化

✓ 第三期 健康・医療戦略の着実な進展

2. 新政権の新たな枠組みへの参画

✓ 「日本成長戦略会議」における政策議論への医薬
品産業としての積極的参画

日本の「成長」と「安心」を支える医薬品産業を、国民の健康と経済の両面に資する
重要な国家戦略に位置づけ、官民が一体となった取組の推進への貢献
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医薬品産業は日本の成長を担う基幹産業

医薬品は国内生産額に占めるGVA（粗付加価値）額が高く、投資意義が大きい

出所: 経済産業省 令和2年延長産業連関表 (平成27年基準、実質値ベース) ※統合中分類96部門の内、製造業は38種 (総GVA508兆円の内、製造業GVAは74兆円 (15%))。その内、国内生産額が3兆円以下の産業を除いた、19種の産業をグラフ化

GVA（国内粗付加価値：兆円）
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国内の主要製造産業のマッピング（GVA × GVA効率, 実質値ベース)
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生産用機械 (16.1)

自動車部品・同附属品 (22.9)

業務用機械 (5.8)

石油製品 (12.5)

化学最終製品（医薬品を除く） (7.2)

産業用電気機器 (8.5)

医薬品 (8.9)

建設用・建築用金属製品 (4.2)

プラスチック製品 (11.9)
紙加工品 (3.2)

電子デバイス (6.2)

有機化学工業製品（石油化学系基礎製品・合成樹脂を除く） (5.1)

食料品・たばこ (30.3)

通信・映像・音響機器 (3.2)

非鉄金属加工製品 (4.5)

はん用機械 (10.2)

パルプ・紙・板紙・加工紙 (3.6) 鋼材 (10.9)

乗用車 (14.2)

バブルサイズは国内生産額(兆円)を示す

投資意義が
大きい
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魅力的な市場環境の実現に向けて

医薬品市場の魅力度の向上と、「予見性のある薬価制度」確立による
成長基盤の強化

1 Copyright©IQVIA. JPMを基に作成 (無断転載禁止) 

FY15 FY24

特例市場拡大
再算定導入

• 新薬創出加算対象
範囲縮小

• 四半期再算定

厚労省
有識者検討会

24年
薬価制度改革

予見性のある薬価制度魅力的な医薬品市場1 （兆円）

魅力的な市場
（イメージ）

10.7
11.1+0.4%

年平均成長率

インフレ影響

＋

イノベーション評価

中間年改定

 革新的新薬の適切な価値評価
• 新規モダリティ等の革新性を評価できる新たな仕組み検討

 革新的新薬の特許期間中の薬価維持
• 特許期間中の薬価引下げが生じないシンプルな薬価制度
• 費用対効果評価の抜本的なあり方検討
• 市場拡大再算定の廃止

➢ 共連れの廃止
➢ 特例拡大再算定の廃止
➢ 希少疾患や小児の効能追加に対する再算定の適用除外
➢ 有用な効能追加に対する引下げ率の緩和

市場実勢価への加算による薬価維持からの転換、
投資回収の早期化による革新的新薬開発の活性化へ
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